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洋上風力事業支援実績

EUROPE 欧州

Asia Pacific

アジア太平洋

グローバルな事業所ネットワークと豊富な経験を活かし、洋上風力
発電プロジェクトを世界各地で支援

NIRAS支社・事業所

洋上風力発電所

洋上風力分野:

• 1990年代初期に世界初の洋上風力発電プ

ロジェクトに従事

• 以来30年以上に渡り洋上風力発電の計

画・設計・建設に従事

• プロジェクト初期段階から解体・撤去に至る

まで、洋上風力発電事業のライフサイクル全

段階を網羅する経験



• TPCフェーズ1 （台湾） – 台湾R1 OWF運用中、オーナーズエンジニア

• 安方・西島（台湾） – 台湾で最大級のOWFの一つで、初期開発から設計・建設段階までエンジニアリ

ングと環境支援を担当しています

• 中能OWF （台湾） – 台湾R2商業規模OWFの運用、エンジニアリングおよび環境支援

• 秋田能代OWF（日本） – 日本初の 商業規模の港湾OWF、エンジニアリングおよび調達支援。

• 村上胎内沖（日本） -日本R2 商業規模の実戦OW

• サンミゲル湾（フィリピン） -フィリピン初の最も先行してるOWF 、国内法準拠の環境影響評価及び

GIIP準拠の環境社会影響評価

• ヴィンデビー(デンマーク) – 世界初のOWF：解体撤

去までプロジェクトの全ライフサイクルを通じて支援

• ホーンシー1＆2(英国) – 世界最大級の稼働中OWF、

O&M計画支援の一つ

• ウォルニー(英国) – エンジニアリング、EPC入札支援、

同意、EIA管理。

• キンカーディン浮体式(スコットランド)－世界最大級の

稼働中浮体式発電所、許認可および環境管理

• クリーガース・フラーク（デンマーク）－デンマーク最大

の稼働中OWF：二次鋼および一次鋼とのインター

フェース、電気設備、WTGサプライヤーの要件の詳細

設計を担当しています。EIA(環境評価機関です)。NIRASがコンサルティング支援したプロジェクト事例
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Our Capability in Offshore Wind 

世界初の洋上風力発電所の開発以来、

30年以上に渡る洋上風力発電事業の

設計・エンジニアリング及び

環境コンサルティング経験

Over 30 years of Design,  Engineering and 

Environmental consulting experience across 

Europe and the APAC region.

製造・施工現場における

豊富な実務経験

Abundant on-site experience 

in fabrication yards and 

construction sites.

～計画から解体撤去まで～

事業のライフサイクル全段階を網羅する

総合的な技術支援

Comprehensive services 

covering the entire life cycle 

of offshore wind farms.

環境やGX等、洋上風力プロジェクトの

成功を支えるトータルサポート

End-to-end support to cover every 

aspects of your offshore wind 

projects incl. EHS and Power to X. 

洋上風力関連サービス分野

海底ケーブル

製造・設置
基地港湾

基礎構
造物

設計

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

Power to XGX
解体
・撤
去

環
境

運
用
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

浮体式
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再生可能エネルギーから電化・グリーン燃料まで、企業との協業で移行を支援

再生可能エネルギーから電化・グリーン燃料まで、

企業との協業で移行を支援

✓ 風力・電力・グリーン燃料の研究開発

✓ 人材育成・専門性の強化

✓ パートナーシップ（産学連携）

✓ 400人の専門家の追加雇用・採用

主な支援領域

風力・再生可能エネルギー

洋上風力・太陽光

バイオエネルギー

環境に配慮した交通

交通分野の電化

建物・スマート電力網

電力網・系統接続

産業の電化

産業プロセスの電化

CO₂回収・燃料転換

水素・バイオマス

再エネ由来燃料

エネルギーシステムの連携

電力・熱・燃料の

分野横断連携

投資・人材拡充方針

13％年間利益を 10年間投資
※2024年9月時点の計画

https://www.niras.dk/indsigt/saadan-binder-dashboards-bim-og-ikt-sammen-i-komplekse-byggerier/


欧州・デンマークの
GX政策最新動向

P o l i c y  b r i e f  |  E u r o pe  &  D e n m a r k



欧州GXの政策展開：European Green DealからClean Industrial Dealへ
CIDはEGDを置き換えるものではなく、気候目標を産業競争力・レジリエンスにつなぐ成長・実行戦略（ロードマップ）

政策の流れとCIDの位置づけ

2019 European Green Deal

EU経済を資源効率的で競争力のある気候中立経済へ転
換する基本成長戦略

2021 Climate Law / Fit for 55

2050年気候中立を法的に固定し、2030年少なくとも
55%削減に向けた制度を整備

2023 Green Deal Industrial Plan

ネットゼロ技術のEU域内製造、資金アクセス、技能、
強靱なサプライチェーンを強化

2025 Clean Industrial Deal

脱炭素を産業成長のドライバーとし、再工業化、投資、
イノベーション、雇用、レジリエンスを同時に推進

CIDを支える6つの政策基盤

安価なエネルギー クリーン需要 投資・国家補助

循環経済 国際連携 技能・公正な移行

対象：EU加盟27か国
EU共通の方向を示し、法令・国家補助・加盟国施策で実施

クリーン産業ディール（CID）の政策構造

脱炭素・産業競争力・エネルギー安全保障を、相互に補完し合う政策目標として統合

気候変動対策
脱炭素

産業競争力
エネルギー
安全保障

Clean Industrial Deal

グリーン成長 レジリエンス

投資事業性

脱炭素を「コスト」ではなく、欧州域内の投資・生産・雇
用を生む競争力のドライバーとして位置付け
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CID：2つの重点領域が相互強化し、脱炭素と産業成長を循環させる
産業側の需要がクリーンテック市場を広げ、技術・設備の供給が産業転換を加速

共通の政策基盤 安価なエネルギー ｜ リード市場 ｜ 投資・金融 ｜ 循環・原材料 ｜ 技能・雇用

重点対象 01

エネルギー集約型産業
鉄鋼・金属・化学など

重点対策

01  エネルギーコスト低減

02  電化・水素転換

03  脱炭素投資支援

04  低炭素素材の需要創出

既存の基幹産業をEU域内に残しながら低炭素化

重点対象 02

クリーンテック製造・導入
再エネ・蓄電池・水素関連設備など

重点対策

01  EU域内製造の拡大

02  公共調達・市場形成

03  量産化への資金支援

04  原材料・供給網の強靱化

脱炭素技術をEUの成長産業として量産・普及

需要が
市場を拡大

相互
強化

技術が
移行を加速

統合効果 脱炭素 × EU域内製造 × 投資・雇用 ＝ 競争力とレジリエンスの向上



デンマークってどんな国？
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❑ 日本よりも小さな国

• 国土面積は日本の約９分の１（九州とほぼ同じ）

• 人口は日本の約２０分の１（九州の約半分）

• 温暖化ガスの排出量は世界全体の0.1%未満

❑ 生活水準の高い先進国であると同時に世界幸福度ランキング上位

国の常連

❑ 高い産業・経済力

• GDP

• 輸出志向型の、非常に効率的な経済を確立

• 主な産業セクターは、エネルギー、生命科学、農業

❑ 国土の約6割が農業用地

• 高度に組織化、効率化された農業生産が実現

• 国内で消費する食糧の約3倍の農業生産がある

❑ 環境への配慮が高い政策の国

• 環境パフォーマンス指数 ランキング1位

• 1970年代のオイルショックを契機に、輸入原油からクリーンエネル

ギーへの代替を推進

• 海に囲まれた平らな国土を活かした風力発電が発展（1990年

代初期に世界発の商用洋上風力発電を建設）

世界二酸化炭素排出量のわずか0.1%

他国との連携を強め、世界規模で風力発電の利用

を推進するリーダーシップを発揮



エネルギーミックス（2022)
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❑ エネルギーミックスの中で再エネの占める割合、
風力やバイオマスが占める割合が高いのが特徴

❑ 再生可能エネルギーが発電量に占める割合は8割以
上で2030年までにはこれを100%にするとしている

既に風力発電量が、国として必要な電力量の
100%を超える日が年間1カ月程度ある



ゼロエミッションと経済成長を同時に推進
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【政府目標】 (1990年比）

❑ 2030年：70％削減

❑ 2045年：気候中立

❑ 2050年：110％削減

出典）State of Green プレゼンテーション資料 (2024）

環境目標の着実な達成

❑温室効果ガス排出量45％減

❑総エネルギー消費量15％減

❑水消費量40％減

二酸化炭素排出量や資源消費量を削減している
のにGDPは76％増加

着実な経済発展

❑ GDP76％増（1990年比）

❑ グリーンビジネス市場の形成
• 76,000  グリーンジョブ

• グリーンビジネスGDP貢献度3.4%

• 売上高330 億ユーロ

【2022年】（1990年比）



デンマークのGX政策

エネルギー危機への対応と脱炭素への展開

政策の転換点と将来目標
将来目標

現在 2026

1973–76

政策の転換

オイルショック後

初のエネルギー行動計画

1991

洋上風力の導入

世界初の洋上風力

Vindebyが運転開始

2020

脱炭素政策の強化

気候目標を法制化

エネルギー・産業の超党派合意

2021–23

水素・CCSへ展開

PtX戦略と生産支援入札

大規模CCS支援案件を選定

2024–25

支援制度の見直し

洋上風力の入札不調

価格支援付き入札へ転換

2030

GHG 70％削減

1990年比の削減目標

気候法に規定

2045

気候中立

政府が掲げる目標

法定目標とは区別

導入実績に加え、事業環境を見直す力

実装を支える分野

洋上風力

先行導入と商業展開

電力・熱

地域熱供給と電化

PtX

難電化用途と輸出

CCS

許認可・支援・貯留

デンマークからの学び

価格支援・許認可・系統・需要を

一体で整え、自然環境にも配慮
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先進国でも、事業性の確保は課題

技術の導入と、それを支える制度の整備を並行して進める



Denmark

デンマークのGXを支える主要施策

価格・生産支援とインフラ整備で、脱炭素投資の事業条件を整える

分野 主な施策 政策の狙い

洋上風力
2025年の入札制度見直し

双方向CfDによる価格支援

持続可能性・自然共生の要件

売電収入の見通しを改善

環境配慮と投資を両立

PtX・水素
2022年の政策合意、2023年の支援入札

グリーン水素への10年間の生産支援

電力調達制度・水素輸送網の整備

生産コストと輸送の課題に対応

製造拠点を需要先へ接続

CCS
CCUS・NECCS・CCSの支援基金

CO₂回収・貯留の事業化を支援

回収・輸送・貯留を一体で検討

電化だけでは削減が難しい

産業の脱炭素化を支える

共通点：技術の導入と、投資を実行できる制度の整備を並行して進める

出典：デンマーク・エネルギー庁（洋上風力入札、PtX政策・入札、CCS支援制度）、IEA



洋上風力：市場条件に合わせた入札制度への修正
2024年の応札ゼロを受け、支援・柔軟性・非価格要件を組み合わせた再入札

新たな入札枠組み

2.8 GW以上 North Sea Mid、Hesselø、
North Sea South

双方向 CfD 固定価格によって価格変動リ
スクを低減

持続可能性 ブレード再資源化、社会的責
任要件

自然共生 HesseløでNature-inclusive 

designを要求

GX政策の変化 「最安値中心」から、投資可能性・循
環性・自然配慮を含む複合評価へ
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Denmark



PtX・水素：単独設備から「産業システム」へ
再エネ電力、水素、熱、燃料、CO₂、副産物を地域内で接続する統合型GX

01 再エネ電力 風力・太陽光を産業需要へ

02 電化・水素 直接電化できない用途を補完

03 分子・熱

へ変換
燃料、熱、原料として利用

04 産業共生 余剰熱・CO₂・副産物を融通

EU政策上の位置付け
水素は、直接電化が難しい産業・海運・

航空などの脱炭素を補完する重点手段

19

Denmark



CCS：実証から商業バリューチェーンへ
回収・輸送・貯留を一体化し、電化だけでは削減困難な産業を対象

Denmark CCS snapshot

3つの支援基金

CCUS Fund / NECCS Fund / CCS Fund

Greensandプロジェクト

❑北海の枯渇油田を利用して回収したCO₂

を海底下の地層へ永久貯留するプロジェク

ト

❑運営は INEOS Energy が中心。

Harbour EnergyやNordsøfondenが参

画

❑ 2026年9月にフルスケール運用を開始

❑ 初期は年約40万t、条件次第で年400

万～800万tへの拡張可能性。
CCSは削減困難産業の競争力維持と排出削減
を両立するインフラ政策へ

20

Denmark



EU水素： 脱炭素政策における水素の役割 ― EUはなぜ水素を重視するのか？
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直接電化が難しい用途

• 海運・航空や一部の産業では、燃料・

化学原料として水素やその派生燃料が

必要
• 一部の高温熱や製造工程では、直接

電化だけでの脱炭素化が難しい

再エネ拡大と需給調整

• 変動する再エネの導入拡大には、需給

調整や長期・季節間のエネルギー貯蔵

が必要
• 水素は、貯蔵・輸送や部門間のエネル

ギー利用をつなぐ選択肢

エネルギー安保と競争力

• ロシアによるウクライナ侵攻を受け、ロシア

産化石燃料への依存低減を加速
• 脱炭素化とエネルギー安全保障を一体

で推進
• 水素関連技術の育成と供給網の強化

により、産業競争力の向上を目指す

EUは再生可能水素を優先し、直接電化が難しい産業・運輸などの脱炭素化を補完する手段として水素を推進している。

1 2 3

水素の多様な用途 原料 燃料 キャリア 発電

主に直接電化が難しい産業・運輸で活用。脱炭素効果は製造方法やライフサイクル排出量に依存

出典：欧州委員会・EU水素戦略



EUの水素政策の五層構造
戦略から目標・規制・定義・支援までの一貫した政策枠組み

1 大枠の戦略
ビジョン・方向性

EU Hydrogen 
Strategy (2020)
EU水素戦略

• EUにおける水素の役割と政策の方向性

を示す基本戦略

• 再生可能水素を優先し、水素バリューチ

ェーン全体の形成を目指す

水素で気候中

立な欧州へ

2 導入目標
数量目標

REPowerEU (2022)
• 2030年までにEU域内で1,000万トン／

年を生産

• さらにEU域外から1,000万トン／年を輸

入

2030年に計

2,000万トン／

年

3 需要側の規制
市場創出・利用促進

Renewable Energy Directive
改正再生可能エネルギー指令
（REDIII)

• 産業・運輸部門での再生可能水素等

の利用を促進

• 水素需要を創出し、市場拡大を後押し

産業・運輸で需

要を創出

4 定義・ルール
何がグリーン水素か

Delegated Acts
(RFNBO・低炭素水素)

• RFNBOとして再生可能水素と認められ

るための基準

• ライフサイクルGHG排出量と低炭素水

素の算定方法

共通基準で水

素を定義

5 資金支援
投資・事業化促進

European Hydrogen Bank
欧州水素銀行

• 水素バリューチェーンへの民間投資を促

進する制度

• EU域内の再生可能水素生産を支援

投資を呼び込み

市場を拡大

EU Green Deal / Fit for 55 上位政策の下で5つの政策レイヤーが連動 再生可能・低炭素水素の市場形成

EUは、戦略・目標・規制・定義・支援を組みわせた総合的な政

策枠組みにより、再生可能水素の導入と水素バリューチェーンの

確立を進めている

※RFNBO：非生物由来の再生可能燃料
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既に大規模な水素市場が存在する
が、多くは天然ガス改質や副生水素
に依存。再生可能水素の供給拡大
が政策課題

2024年のEUの電解槽容量は308 

MW（ACER）。水素の生産量と
は異なる設備指標

REPowerEUが掲げる2030年目標：
再生可能水素の域内生産・輸入を
各1,000万トン／年

• EU水素戦略で導
入拡大の道筋を提
示

• REPowerEU：
2030年の域内生
産・輸入を各1,000

万トン／年とする目
標

• 再生可能水素・低
炭素水素の区分
を確認

• 区分別の認定・認
証要件や、製造か
ら利用までのGHG

排出量の算定方
法に適合

• 欧州水素銀行の域内
入札はイノベーション
基金で支援

• 認証・検証済みの生
産量に応じ、落札した
固定単価で補助

• イノベーション基金や
IPCEIを通じた加盟
国支援を活用

• 革新的な実証・初
期商用化やインフラ
整備を後押し

• ネットゼロ産業法で
EUの製造基盤を強
化

• 電解槽・燃料電池な
どの製造投資や許認
可手続きを支援

• 水素・脱炭素ガス
市場パッケージで
市場ルールを整備

• ネットワーク接続、
越境取引、市場
統合を促進

政策目標 適格要件 財政支援 実証事業 製造能力 市場連携

出典：ACER（2025年報告）、欧州委員会 ※2030年は政策目標。各施策は実施順序を示すものではない。
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水素の主な役割 政策の展開

政策
公表

年
主な内容

グリーン産業革命の

10項目計画
2020

2030年の低炭素水素製造能力5 GWを提示。

2.4億ポンドのネットゼロ水素基金を表明

英国水素戦略 2021
製造・輸送・貯蔵・利用をつなぐ枠組みを提示。

電解水素とCCUS活用型水素を並行して推進

英国エネルギー

安全保障戦略
2022

2030年の製造能力目標を最大10 GWへ拡大。

少なくとも半分を電解水素とする方針

クリーン・パワー

2030行動計画
2024

水素発電を低炭素の調整可能な電源の一つに位置づけ、

再エネ主体の電力システムを支援

クリーン・フレキシビリ

ティ・ロードマップ
2025

需要側の調整、蓄電、低炭素電源などの実施方針を整理。

2026年7月に進捗更新版を公表

産業の脱炭素化

化学原料・還元剤・高温熱源など、

直接電化が難しい工程での利用

長時間の電力供給

再エネの出力が低い期間を補う、

低炭素の調整可能な電源として活

用

エネルギー安全保障

国内の低炭素水素供給と貯蔵を

整え、輸入化石燃料への依存低

減を支援

英国は、電解水素とCCUSを活用する水素

製造を並行して推進。直接電化が難しい用

途や、再エネを補う電源での活用を目指す。

※製造能力は政策目標であり、稼働実績ではない。実現には費用負担・費用対効果等の条件がある。

出典：英国政府（DESNZ）公表資料
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製造・インフラ・発電への支援

制度 仕組み・規模 対象・留意点

ネットゼロ水素基金

NZHF

2.4億ポンドの基金

HAR1向け建設支援は9,000万ポンド

超

低炭素水素製造設備の

開発・建設を支援

水素製造

ビジネスモデル

LCHA契約による15年間の収入支援

HAR1では20億ポンド超を公表

製造費用と販売収入等の差を支

援

20億ポンド超はHAR1の規模

水素配分ラウンド

HAR

HAR1：11件を選定（2023年公表）

HAR2：27件を候補化（2025年公

表）

製造ビジネスモデルの支援を配分

候補入りは採択・契約を保証しな

い

水素輸送・貯蔵

ビジネスモデル

輸送・貯蔵インフラへの

投資を支える制度を整備

製造者と需要家を接続し、

供給と需要の時間差を調整

水素発電

ビジネスモデル

水素発電への市場介入・

支援制度の設計を推進

低炭素の調整可能な電源を支援

支援期間・単価は公募条件を確

認

低炭素水素基準

項目 基準・適用範囲

排出量

上限

20 gCO₂e/MJ以下

（低位発熱量基準）

約2.4 kgCO₂e/kgH₂

算定

範囲

原料供給から水素の

製造地点まで

製造後の輸送・貯蔵・

利用は原則対象外

支援と

の

関係

NZHFや水素製造

ビジネスモデル等の

適格性判定に用いる

LCHS：英国低炭素水素基準

第4版は2026年1月公表。

適用版・追加要件は契約ごとに確認。

※件数・金額は記載した公表時点の情報。制度全体の総予算や最新の契約件数を示すものではない。

出典：英国政府（DESNZ）公表資料。



まとめ：欧州GXから得られる示唆
制度目標だけでなく、事業実現性と環境・社会価値を同時に設計

1. 脱炭素と産業競争力の一体化

既存産業の低炭素化とクリーン技術産業の育成で

雇用・エネルギー安全保障につなげる

2. 需要創出と投資を支える制度設計

利用目標・規制と価格・収入支援を組み合わせ、

市場条件に応じて制度を見直す

3. 技術の役割分担とインフラの連携

直接電化が難しい用途を水素やCCSで補い、

電力・熱・燃料・CO₂の供給網をつなぐ

4. 環境価値を事業の条件に組み込む

排出量の認定基準や自然共生・資源循環などの

要件を、支援制度や入札に反映する

日本への示唆：需要・供給・インフラ・環境要件を一体で設計する
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GX事業化の選択肢
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GXを構成する主要な取組み
GXは、複数の技術・政策・事業を統合し、社会・経済システム全体を変革する取組み

再生可能エネルギー
風力・太陽光などによるクリーン電力

省エネルギー
設備・建物・プロセスの効率化

循環経済
資源循環と廃棄物の削減

電化
EV・ヒートポンプ・電気炉など

CCS / CCUS
CO₂の回収・利用・貯留

Power-to-X（PtX）
電力を水素・燃料・化学品へ変換

GX
脱炭素 ×産業競争力

GXとは

単一技術ではなく、化石エネルギー中

心の社会・経済・産業構造を、太陽

光や風力といったクリーンエネルギー中

心の構造に変革する取り組み

①脱炭素（排出削減）
②エネルギーの安定供給
③経済成長

主要な取り組み

供給側
再エネによるクリーン電

力の拡大

需要側
省エネと電化による化

石燃料削減

転換・貯蔵
PtXによる水素・合成

燃料等の製造

残余排出
CCS / CCUSによる

CO₂管理

資源利用
循環経済による資源

効率向上

GX＝変革全体／ PtX＝実現手段



29

GXを支えるエネルギー・資源循環

目目目目目目目 PtX 目 CCS 目目目目目目目
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目目目 PtX目目目目目
目目目目

Power to Xの実現には、

✓ エネルギーの供給サイドと需要サイド
が一体となった取組み

✓ セクターを超えた取組み

が鍵となる

紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
紹紹

紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹 紹

紹紹紹

紹紹紹

紹紹紹

紹紹紹

紹紹

紹紹紹紹紹
紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹

紹紹

紹紹

紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹 e-紹紹紹紹紹 紹紹紹紹紹 紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹

e-紹紹紹紹紹

紹紹 紹紹

紹紹紹紹紹
紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹
紹紹紹紹

紹紹紹紹 紹紹紹紹紹紹

紹
紹紹紹紹紹
紹紹紹紹紹

紹紹 紹紹

紹紹 紹紹

紹紹紹紹紹
紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
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Power -to-X 紹紹紹紹紹紹

出典）Green hydrogen is Danish hydrogenより作成

❑電力源：再エネ（洋上風力、陸上風力、太陽

光、バイオガス、水力等）

❑エネルギーキャリア：水素

❑グリーン燃料：水素、アンモニア、メタノール

❑電気分解による余熱利用：地域暖房システム

❑電気分解のための廃水の浄化

https://stateofgreen.com/en/publications/green-hydrogen-is-danish-hydrogen/
https://stateofgreen.com/en/publications/green-hydrogen-is-danish-hydrogen/
https://stateofgreen.com/en/publications/green-hydrogen-is-danish-hydrogen/
https://stateofgreen.com/en/publications/green-hydrogen-is-danish-hydrogen/
https://stateofgreen.com/en/publications/green-hydrogen-is-danish-hydrogen/
https://stateofgreen.com/en/publications/green-hydrogen-is-danish-hydrogen/
https://stateofgreen.com/en/publications/green-hydrogen-is-danish-hydrogen/


❑ PtX燃料は直接電化より高コストとなる場合

が多いものの、長期的には多くのバイオ燃料よ

り低コスト化すると予測されている。

❑ 直接電化が困難または極めて高コストな分野

において、重要な脱炭素化手段となることが

期待される。

❑ デンマークエネルギー庁の分析:

• PtX燃料は、多くのセクターの特定の部

分において、最も安価にCO2削減を実

現できる可能性がある

• 2050年に向けて、航空および海運分野

でPtXが中心的な役割を担うと見込まれ

ている。

• 産業部門の高温熱プロセス、重量貨物

輸送、製油所、さらには国防分野の一

部においても重要な役割を果たすと考え

られている。

PtX目目目目目目

31 出典）Regeringens strategi for Power-to-X

デンマークエネルギー庁が整理した

運輸・輸送セクターの燃料転換のポテンシャル

（2021年気候プログラムのシナリオに基く）
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目目目 PtX目 CO₂目目目目目 目目目目目目目

※各段は事業の選択肢を示し、実施順序や収益性の順位を示すものではない
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目目目目
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e-目目目
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CO ₂紹紹紹 CDR 紹紹紹紹紹紹

CO ₂目目目 CCU 目

RFNBO 紹紹紹紹紹
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CCS 目 CCU 目目目
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NIRASのGX支援事例
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GX紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹 CCS)
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PtX 目目目目目目目目目目目目目目

主な支援分野

Power-to-X

Biogas & Biofuels Carbon Capture

NIRASはエンドツーエンドの多分野支援を提供
• コンセプト策定・事業化検討
• 基本設計・詳細設計
• プロジェクト実行・試運転・引渡し
• 運転支援・最適化

NIRASの支援形態
• EPCMコンサルタント
• オーナーズエンジニア
• EPCコントラクター
• 専門技術アドバイザー

設計・インターフェース管理
• 水電解・蒸気電解設備
• 燃料合成・精製設備
• 貯蔵・出荷設備
• 原料供給設備（水・CO₂・バイオマス）
• 電力供給設備
• 廃水・熱マネジメント
• プロセスユーティリティ全般
• サイトインフラ（建物、道路、照明等）
• 共用設備（上下水道、消防設備等）
• オフサイト設備との計画・統合管理



GXプロジェクトサポートのグローバル展開
水素・PtX、バイオ燃料、CCSの支援事例（数字は詳細スライド）
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ブラジル

H2Brasil：水素市場・制度基盤

［38］

グリーンランド

Ørsted「Sky」：700 MW水力・

アンモニア製造・輸送の初期評価

［42］

台湾

台湾中油：水素インフラ推進戦略

台湾電力公司：水素発電の統合的検討

英国

HAR 1：12.5 MW水素・BOP EPC［40］

デュアルフューエル燃焼設備向け

水素製造・貯蔵・供給

デンマーク

GreenLab［36］／カルンボーグPtX［37］

航空脱炭素ロードマップ［39］

エネルギー庁：再生可能燃料の技術資料

水素製造・充填ステーション［41］

European Energy：Padborg 150 MW

e-メタノール設備の技術支援［44］

Måbjerg：バイオリファイナリー［45］

BIOFOS：炭素回収・PtX支援

DIN Forsyning：PtX水供給［48］

Fjernvarme Fyn：CO₂活用PtX［48］

Ribe Biogas：バイオCCS［49］

南アフリカ

GIZ：各州の水素戦略策定支援

カナダ・マニトバ州

Maple Leaf：

バイオガス事業化［47］

南アメリカ（国未特定）

バイオガス由来メタノール・SAF［46］

北欧（調査対象地域）

Nordic GTL：SAF事前調

査［46］

東南アジア（国未特定）

グリーンアンモニア工場の立地選定［43］

所在地非公開：5tアンモニア貯蔵・供給［43］／第2世代エタノール施設拡張［45］／12 MW食品廃棄物ガス化［47］
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OECD 紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹 PtX 紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹 GreenLab

紹紹 紹 2022 紹紹紹紹紹

NIRAS 目 目目目目目目

• 紹紹紹紹紹 Technical Due Diligence 紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 GreenLab 紹



PtX 目目目目目目目目目目
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紹紹紹紹紹 PtX 紹紹紹紹紹
Relevant for Elements 2 

PtX (E-fuel) symbioses project in Kalundborg

-fuel 

Kalundborg, Denmark to assess the 

-scale PtX productions 

-depth Analysis and Scenario Development: 

Examined three distinct E-fuel production scenarios: 

medium-scale methane and jet fuel production, and 

large-scale methanol production.

Conducted thorough mass and energy balance analyses 

for each scenario.

Developed detailed business cases for each scenario, 

including sensitivity analyses to determine economic 

feasibility under various conditions.

Engaged with local stakeholders, including utility 

companies, for comprehensive data on material and 

energy flows.

Evaluated necessary conditions, barriers, and timelines 

for the implementation of E-fuel projects in Kalundborg.

技術・経済・戦略面からE-fuel生産の実現可能性を評価し、持続可

能なエネルギーハブへの移行に向けたロードマップを策定。

❑ 詳細分析とシナリオ開発

• 中規模メタン、中規模SAF（持続可能な航空燃料）、大規模メ

タノールの3つのE-fuel生産シナリオを評価

• 各シナリオに対して質量・エネルギーバランス分析を実施

❑ 経済評価

• シナリオごとの詳細な事業性評価を実施

• 感度分析により経済的実現可能性を検証

❑ ステークホルダー連携とデータ収集

• ユーティリティ事業者を含む地域ステークホルダーと連携

• 物質・エネルギーフローに関する包括的なデータを収集・分析

❑ 実現可能性評価と導入戦略

• プロジェクト実現に必要な条件、主要課題、実施スケジュールを評

価

• カルンボーグにおけるE-fuel導入に向けた実行戦略を策定

紹 紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹 2023 紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

PtXシンビオシスシナリオ：既存産業とのエネルギー

・資源連携を前提としたPtX導入シナリオ



紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

目目目目目目目目目目目目目目目目目目

目目目目目目目目目

❑ 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹 紹 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 紹 紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹

❑ 紹紹 紹 紹紹紹紹紹 紹 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 紹

❑ 紹紹 紹 紹紹 紹 紹紹紹紹紹紹紹紹 紹 紹紹 紹 PtX 紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹 紹 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 紹 PtX 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 紹
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Building a green hydrogen economy in Brazil -
technical, political and regulatory framework

NIRAS Carried out consultancy to help government to address the core 

problem that currently there is no developed market for green 

hydrogen in Brazil. The project should support Brazil and the relevant 

political decision-makers as well as business enterprises of the state in 

the development and market ramp-up of an economy support for 

green Hydrogen and its derivatives. 

This is intended in particular by improving the institutional and 

regulatory framework, creating of decision-making bases for private 

investments for local added value in the Brazilian Hydrogen or PtX 

sector and strengthening the scientific and technical skills in the field 

of applications of green Hydrogen or PtX.

Client

Brazil Government (Financed by GIZ GmbH)

Project duration

2022 - ongoing

GX紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 (GIZ GmbH 紹紹紹紹紹紹紹 )
紹紹紹紹 2023 紹
紹紹紹紹紹紹紹



Nordic GTL: Study of sustainable aviation fuel

NIRAS co-authored a study on sustainable aviation fuels together with an 
association of aviation stakeholders in the Nordic countries and the 
University of Southern Denmark.The study presents solutions for 
production of green aviation fuel – e.g. with CO₂ from power plants, 
industry and waste incineration combined with hydrogen.

NIRAS’s contribution is especially related to joint partnership thinking 
across sectors and synergies between different parts of the Danish and 
Nordic industrial and energy supply chain.

Client：Nordic Initiative for Sustainable Aviation

実施年：2016, 2019

3
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Roadmap for decarbonizing Danish aviation

NIRAS co-authored a roadmap on how to decarbonize Danish aviation 

as part of the Danish government's climate partnerships. The roadmap 

evaluated different decarbonization pathways and recommended 

actions for rapid decarbonization.

NIRAS’s contribution was especially related to technical and financial 

analysis in the potential pathways for decarbonizing the industry. 

Client：Industry association for Danish aviation

実施年：2020

GX紹紹紹紹紹紹紹
目目目目目目目目目目目目目目目

目目目目目目目目目 目目

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 紹 Industry association for 

Danish aviation)

紹紹紹紹 2020 紹

紹紹紹紹紹紹紹紹

❑ 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 紹

❑ 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹 紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

NIRAS 目目目目目

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
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❑ 1. フロントエンドエンジニアリング設計（FEED ）レビュー

❑ 2. プラント付帯設備（インテグレーター）EPC提供者

BOP EPC – HAR 1 目目目目目目

目目目目目目

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 12.5MW紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

NIRAS 目目目目目目目

• FEED 紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹 SI 紹

• LCHA 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

• 紹紹 (紹紹紹紹紹紹紹紹紹 )

• 紹紹

• 紹紹紹紹

• 紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹

• 紹紹紹紹

Power to X 紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹 2025 紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
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目目目目目目目目目目目目目目目

目目目目目目目目目目

NIRAS 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹

NIRASの主な支援内容

• 水素充填ステーションを含む水素製造設備・敷地の配置計画

• プラント付帯設備（BOP）・敷地の基本設計（入札用設計）

• リスク・安全性評価

• 環境関連の許認可・承認取得支援

Power to X 紹 紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹 2022 -2024

紹紹紹紹紹紹紹紹



Power to X 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
目目目目目 PtX 目 Sky 目目目目目目目

700 MW紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹 Ørsted

紹紹紹紹紹 2022 紹 6紹紹 2023 紹 5紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 Maniitsoq 紹

NIRAS 紹 Ørsted 紹紹紹紹紹紹紹 700 MW紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹 PtX 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹 紹

NIRAS 目目目目目目目

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 CAPEX 紹紹紹紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

• EU 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 EHS 紹紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 紹



Technical design and permitting plan for a 5 ton 
ammonia storage & delivery systems

NIRAS delivered technical design packages (conceptual to 
detailed design) for an ammonia storage and delivery 
system. The project also encompassed the following risk, 
environment and permitting packages. 

実施年：2023 - Ongoing

4
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Site Selection Study – Green Ammonia

NIRAS developed e-fuel concepts for an onshore wind and 
solar PV project developer evaluating value streams for 
different Power-to-X fuels.

Key deliveries

• Site evaluation incl. local synergies (Water, CO2 sources and 
district heating)

• Asset sizing and techno-economic (CAPEX/OPEX) 
optimization

• Design basis and 3D visualization

• Project execution and schedule incl. permitting plans

実施年：2023 - 2024

目目目目目目目目目目目目目目目

目目目目目目目目目目目目目

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
紹紹紹紹 2023 紹 紹 紹紹紹
紹紹紹紹紹紹紹紹紹

目目目目目目目目目目目目目目目目目目
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹 2023 紹 紹 2024 紹

紹紹紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹 紹 紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹 紹 紹 紹 CO ₂

紹紹紹 紹 紹紹紹紹紹紹 紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹 CAPEX/OPEX 紹

• 紹紹紹紹紹紹紹 3D紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹

Power to X 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

❑ 5紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹

❑ 紹紹紹紹紹

❑ 紹紹紹紹紹紹紹

❑ 紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 PtX 紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 e-紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
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✓

Padborg PtX – 150 MW e -目目目目目

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 European Energy 紹紹紹

Power -to-X紹紹紹紹紹 紹 紹紹紹紹紹紹紹紹 10紹紹紹紹 e-紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹 : European Energy

紹紹紹紹紹紹紹紹紹 2024 紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

e-目目目目目

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

NIRAS 目 目目 目目 目目

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹 e-紹紹紹紹紹



目 2目目目目目目目目目目目目

❑ 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 2紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

❑ 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
紹紹紹紹紹
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事例）グリーン燃料

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹 2023 紹

紹紹紹紹紹紹

目目目目目目目目目目

目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目

❑ 紹 2紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 紹紹 紹

❑ 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 紹紹紹紹紹紹紹
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 紹紹紹紹紹紹紹紹紹

Måbjerg Energi Concept I/S

紹紹紹紹紹紹紹 紹 2紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

Måbjerg energy concept 

NIRAS was principal engineer / owners engineer for the bio 
refinery Måbjerg Energy Concept. The bio refinery consists of 
a 2nd generation bioethanol production plant, plant for pre-
treatment of domestic waste, a large extension of the existing 
biogas plant and a reconstruction of the biomass-burning CHP 
plant.

Expanding 2nd generation ethanol facility 

NIRAS has produced a road-maps for expanding a 2nd 
generation ethanol plant converting straw into ethanol and 
other value-added products. Next step is a master plan for the 
expansion, followed by execution of the production facility.

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹 2012 紹 紹 2014 紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 Måbjerg 紹



SAF 目目目目目目目目目目目目目

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹 SAF 紹 紹紹紹紹紹紹紹紹紹 紹 紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹 紹 Pre -FEED 紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹 2023 紹 紹 紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹 紹 紹紹

• CAPEX 紹 OPEX 紹紹紹紹紹

Nordic GTL: Study of sustainable aviation fuel

NIRAS co-authored a study on sustainable aviation fuels together with an 
association of aviation stakeholders in the Nordic countries and the 
University of Southern Denmark.The study presents solutions for 
production of green aviation fuel – e.g. with CO₂ from power plants, 
industry and waste incineration combined with hydrogen.

NIRAS’s contribution is especially related to joint partnership thinking 
across sectors and synergies between different parts of the Danish and 
Nordic industrial and energy supply chain.

Client：Nordic Initiative for Sustainable Aviation

実施年：2016, 2019

4
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Roadmap for decarbonizing Danish aviation

NIRAS co-authored a roadmap on how to decarbonize Danish aviation 

as part of the Danish government's climate partnerships. The roadmap 

evaluated different decarbonization pathways and recommended 

actions for rapid decarbonization.

NIRAS’s contribution was especially related to technical and financial 

analysis in the potential pathways for decarbonizing the industry. 

Client：Industry association for Danish aviation

実施年：2020

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 目目目目目目 GTL 目目目目目目目目目目

目目目目 目目目目目目目目目

❑ 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹 紹 SAF 紹 紹紹紹紹紹紹紹紹紹 紹 紹紹

❑ 紹紹紹 紹 紹紹紹紹 紹 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 CO ₂紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 紹 紹紹

紹 紹 紹紹紹紹紹紹紹紹 紹 紹紹紹紹紹紹紹紹 紹 紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹 紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹 2016 紹紹 2019 紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 紹



Maple leaf: Supporting a meat producer to go green with 
biogas

Maple leaf is a large Canadian meat producer, who contacted NIRAS to 
help improve their sustainability by going into biogas. NIRAS:

• Assisted with national engineering challenge & evaluated 
contributions

• Development of GIS model to identify locations for biogas plants in 
Manitoba

• Creating a prefeasibility study for co-digestion of pig manure with 
various organic feedstock

4

7

4

7

Client：Maple Leaf

実施年：2023

NIRAS supported a client in evaluating, designing and 
implementing a 12 MW gasification unit to convert food waste 
streams into sustainable steam. Our role in the project was:

▪ Project management

▪ Feasibility, conceptual design, detailed design, design to 
tender and EPCM

▪ Environmental permitting 

▪ Civil engineering

▪ Utility design

Gasification of food waste-
stream 2023-2024

目目目目目目目目目目目目目目目目目目

❑ 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

❑ 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹 Maple Leaf

紹紹紹紹 2023 紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹 GIS 紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹 紹 紹紹紹紹紹 紹 紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 紹

目目目目目目目目目目目目目目

❑ 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 12MW紹紹紹紹紹紹紹
紹 紹 紹紹 紹 紹紹紹紹

❑ 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹 2023 紹 紹 2024 紹

紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹 紹 紹紹紹紹

• 紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹



Water supply for PtX plants

2.6 million cubic meters of ultra-pure water. This is the expected annual water demand for two 
upcoming power-to-x plants in the Danish city of Esbjerg for production of Ammonia and Hydrogen

The local water utility, DIN Forsyning, is engaging this challenge and has initiated collaboration with 
NIRAS to investigate whether contaminated groundwater, or waste water, can technically and 
economically be upgraded and used as a base for the water supply for PtX.

NIRAS has been responsible for:
• Requirement dialogue with PtX developers 
• Evaluation of water sources
• Choice of water treatment technologies
• Conceptual design of water purification plant, pipeline system
• Tie-in studies to existing waste water treatmen facilities
• Outlet dilution studies
• Risk identification and handling
• OPEX and CAPEX estimates
• Authorities dialogue and permissions
• (And in a extensive follow-on project) FEED design of water purification plant, 

pipeline system and reject water treatment plant including all disciplines 
(Power supply, Scada and interfaces)

Client

DIN Forsyning

Project duration

2022 – 2024 (ongoing)

4
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Power to X: 紹紹 CO ₂紹紹紹紹紹
PtX 目目目目目目目目目目目目目目目

❑ 紹紹紹紹 2紹紹 PtX 紹紹紹紹紹紹紹紹 紹 紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 260紹 m³ 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹
❑ 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹 紹 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
❑ 紹紹紹紹紹紹紹 紹 紹紹紹紹紹紹紹紹 紹 紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹 紹 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹 DIN Forsyning

紹紹紹紹 2022 紹 紹 紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

目目目目目目 CO ₂目目目目目 PtX 目目目目

目目目目目目目目

❑ 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 CO ₂紹紹紹

紹紹 PtX 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
❑ 紹紹 紹 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹

紹紹紹 Fjernvarme Fyn

紹紹紹紹 2023 紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
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Ribe 目目目目目 CCS 目目目目目目

紹紹紹紹紹紹紹 Ribe Biogas

紹紹紹紹紹紹紹紹紹 2024 紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹 Ribe

紹紹紹紹紹 CO ₂紹紹紹紹 20,000 tCO ₂紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹 CCS 紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹 CO ₂紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

Greensand 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 2028 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

NIRAS 目目目目目目目

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹 CCS 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹 EIA 紹紹紹紹紹紹

CO ₂紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

EPC 紹紹紹紹



Kitakyushu GX × NIRAS

P o t e n t i a l  C o l l a b o r a t i o n |  W h a t  N I R A S  c a n  O f f e r



E U R O P E  &  D E N M A R K  G X   |   K I T A K Y U S H U

NIRASSource: NIRAS internal capability materials; Kitakyushu GX Consortium

北九州GX：NIRASが提供できる産官向けサービス
欧州・デンマークの実装知見を、地域の政策形成と企業プロジェクトの「事業化」へ接続

NIRAS 共通サービス基盤

01 戦略・制度設計

GXロードマップ／政策・規

制／投資条件

02 事業形成・F/S

サイト・技術・経済性／

CAPEX・OPEX／リスク

03 設計・実装

基本設計・FEED／

Owner’s Engineer／

EPCM

04 環境・許認可

EIA・ESIA／自然・社会／

ステークホルダー

05 産業共生

再エネ・水素・熱・CO₂・水・

副産物の統合

行政・地域向け 政策から案件形成まで

01 地域GXマスタープラン

産業・港湾・エネルギー需要を統合し、優先プロジェクトと実

装ロードマップを策定

02 産業共生・GXハブ構想

工場間の電力・熱・水・CO₂・副産物フローを可視化し、共同

事業候補を組成

03 公共案件の事業化支援

技術・環境・経済性のF/S、官民役割分担、入札仕様・評

価基準を設計

04 国際連携・投資誘致

欧州・アジア等の企業・技術・実証事例との接続、国際共同

事業の形成支援

企業・事業者向け 構想から運用まで

01 工場・事業所の脱炭素F/S

省エネ・電化・再エネ・水素・CCUS・廃熱／水再利用を技術

経済評価

02 再エネ・BESS・洋上風力・港湾・海洋

開発戦略、 サイト選定、 設計、港湾・物流、サプライチェーン

、EIA・ESIA、建設・O&M支援

03 PtX・水素・グリーン燃料

サイト選定、概念設計・FEED、BOP・ユーティリティ、水処理、

許認可・安全

04 投資・金融向けDD

技術・環境社会DD、CAPEX／OPEX、実行・許認可リスク、

バンカビリティ評価
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プロジェクト全体を見据えた包括的支援

紹紹紹紹 紹紹紹紹紹紹 紹紹紹紹
紹紹紹紹紹紹紹紹

紹紹紹紹紹紹紹
紹紹紹紹

紹紹紹
紹紹

紹紹紹紹
紹紹紹紹
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• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
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• 紹紹紹紹紹紹紹

評価・企画
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• 紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
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• 紹紹紹紹紹紹

• 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

紹

― 目目目目目目目目目 NIRAS 目目目目目目目 ―

設計・許認可

調達・契約

建設管理

試運転・引渡し

運用・保守

▪ マスタープラン策定から詳細設計、実施支援までを網羅

▪ 技術・環境・経済性を統合した最適なソリューション提供

▪ 多分野の専門家による横断的なプロジェクトマネジメント



Thank You

Seiko Toki
Expertise Director, Environment
TOKI@niras.com

Fredy Huang
Senior Technical Consultant 
FRHU@niras.com

mailto:TOKI@niras.com
mailto:FRHU@niras.com
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